令和2年度　第3回浜松市スポーツ推進審議会　議事録
開催日時　　　令和3年12月17日(木)　午後3時から午後5時
開催場所　　　市役所8階　第3委員会室
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　　　　　　　副会長　　伊藤　裕子　（メディカルフィットネスクラブＬＥＮ　代表）
委　員　　野田　恒夫　（浜松市医師会　理事）
　　　　　本間秀太郎　（浜松市体育協会　常務理事）
　　　　　髙山久仁江　（浜松市スポーツ推進委員連絡協議会　女性部長）
油井　房代　（前浜松市幼稚園長会　会長）
鈴木　清吾　（浜松市中学校体育連盟　会長）

尾田　聡弘　（浜松市小学校体育連合　会長）
　　　　　　　　事務局　  中村　公彦　　市民部文化振興担当部長

金子　哲也　　スポーツ振興課　課長
澤田　吉延　　スポーツ振興課　スポーツコミッション推進担当課長
　　　　　　　　　　　　　下位　基弘　　スポーツ振興課　課長補佐
竹村　昇三　　スポーツ振興課　振興グループ長
北村　宏樹　　スポーツ振興課　指導主事
寺田　達也　　スポーツ振興課　事務職員
　　　　　　　　傍聴者　　0人

議事内容　　　（1）浜松市ジュニアスポーツ競技力向上等事業費補助金交付要綱改正に
ついて
　　　　　　　　（2）令和2年度第2期スポーツ推進計画前期の進捗状況について
連絡事項　　　（1）ブラジルホストタウンの取り組み状況について

　　　　　　　（2）第21回静岡県市町対抗駅伝競走大会の結果について
議事録作成者　　スポーツ振興課　　北村　宏樹
記録の方法　　　発言者の要点記録
録音の有無　　　有
【議　事】　　司会　　太田　正義　会長
（1）浜松市ジュニアスポーツ競技力向上等事業費補助金交付要綱改正について
司会（太田正義会長）

ただ今から議事に入ります。議事（1）「浜松市ジュニアスポーツ競技力向上等事業費補助金交付要綱改正について」、説明をお願いします。
事務局（寺田）
　　　資料1をご覧ください。前回に説明した内容ですが、現在のジュニア補助金の要綱は毎年の申請団体が固定されてしまっており、もっと多くの団体に活用してもらいたいということで、改正案を説明させていただきました。前回、委員の皆様方から出た意見を基に、今回修正案を考えましたので、確認をお願いしたいと思います。
第2回審議会からの改正点をご覧ください。前回出た主な意見は3つです。まず一つ目、非営利を目的として活動している団体は対象ではないのかという意見です。これについては、NPO法人等、非営利の団体は対象にしたいということで、前回の条文は、「法人または収益事業として活動している団体ではないこと。」でしたが、「会社法の第2条第1号のいずれにも該当しない団体であること」に修正したいと思います。この会社法の第2条第1号というものは、株式会社や合名会社、合資会社又は合同会社を指していまして、考えとしては収益を目的として活動している団体は除外にして、それ以外の団体は対象にするということです。
二つ目として、財源が少ない団体は活動できないのではないかという意見です。確かに前回の改正案では、体力のある団体しか事業ができないと思います。よって、前回案では「参加費を徴収しない事業」でしたが、今回は「参加費を徴収しても対象とする」としました。ただし、条件を2つ設定しました。一つは、申請の段階で収益性のある事業ではないこと。どうやって判断するかというと、申請時に収支予算計画書を提出してもらうのですが、その収支予算計画書で利益が出ていないことで判断したいと考えています。条件の二つ目として、補助金を受けることができるのは、初めの申請年度から3年度までにしたいと思います。これについて、本来の補助金としての考え方は、事業の補助的な役割で、交付団体に自立を促していくものであるため、今回、補助金を受けられる期間を3年ということで設定したいと思います。
続いて、「国・県・市及び公益法人から他制度による補助、助成等を受けていないこと」でしたが、「浜松市の他の補助金等の支援を受ける事業ではないこと」と変更しました。浜松市以外の補助金を活用することは悪いことではないので、浜松市の他の補助金の支援を受けてなければ対象にしたいと思います。
三つ目ですが、政治や宗教が関わる団体、もしくは悪意のある団体から申請があるのではないかと意見です。こちらについては、2つ条文を追加しました。一つ目は、政治、宗教若しくは選挙活動を目的とする事業ではないこと、二つ目は公序良俗に反する事業又は反するおそれがあると認められる事業ではないことを追加しています。
最後にその他として、補助対象経費ですが、前回から消耗品の印刷料、保険料を追加しています。
以上が改正案の説明となります。ご意見がありましたらお願いいたします。
司会（太田正義会長）

　　　　前回の要望は含まれている形となっているかと思います。最初に1点、確認をさせてください。②の参加費の条件2、第3条に、「補助金を受けることができるのは、初めの申請年度から3年度まで」となっていますが、これは該当事業に対してなのか団体に対してなのかどちらでしょうか。
　事務局（寺田）

　　　　該当事業に対してになります。
　司会（太田正義会長）

3年行って、別の事業に組み替えてまた申請するのは可能ということでよろしいでしょうか。
　事務局（寺田）

　　　　はい、可能です。
　鈴木清吾委員（浜松市中学校体育連盟会長）

　　　　②の第2条第2項第4号
に「浜松市の他の補助金等の支援を受ける事業ではないこと」とあります。公共のお金を使って事業を行うときには、補助金事業、交付金事業、委託金事業と様々な切り口があるかと思いますが、補助金等の等は交付金や負担金、委託料なども含めるということでよろしいでしょうか。
　事務局（金子）

　　　　「等」の中には、鈴木委員がおっしゃったように負担金や委託料も含めてになります。行政の取り組み方として、こういった補助金というのは、市にとってよい事業だからこれを助成しますという考え方になります。ここでの責任というのは、補助金を受ける側になります。一方で、この「等」の中に含まれる負担金というのは、両者で負担し合いましょうという考え方になります。もう一つ、委託料ですが、これについては市がやってほしいことを委託することになりますので、主催者側が浜松市になります。
　本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）

　　　　私は区役所で仕事をしてきました。区でも市民からの提案の事業があり、提案事業も3年で補助が終わりになってしまいます。中には本当によい事業があります。そういった事業が、なかなか資金が集まらなくて止めてしまうということが多いです。よい事業で効果があれば、なんとかそれを市で生かせるようになるとよいと思います。区だと区の課題解決事業など、区の提案事業として、中身を変えながら行うということもできます。本当によい事業で、子どもたちが生き生きとして、スポーツができるのであれば、そういったことも考えていただければありがたいと思います。
　司会（太田正義会長）

　　　　浜松市で、こうしたスポーツに関する他の補助金や助成金といったものがあるのでしょうか。
　事務局（金子）

　　　　以前の審議会の中でも審議していただきました、大会補助金があります。他には、全国大会や世界大会に出場する選手に激励金をお渡しするという制度があります。大会補助金については、3年という制度を設けていませんでした。しかし、補助金の制度というのは市全体の考え方で、区の助成事業も同じですが、3年を基本としましょうということで、大会補助金も見直すようにと言われています。こちらについては今後検討していかなければならないと考えています。よって、基本的にはこの3年というのは進めていき、本間委員がおっしゃったことは、そこは融通を利かせながら取り組んでいきたいと思っています。
　本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）
　　　　体育協会としましても、そういったものを支援できるようにしていきたいと思います。
　司会（太田正義会長）

　　　　浜松市ジュニアスポーツ競技力向上等事業費補助金交付要綱改正についてはよろしいでしょうか。他に何かありましたら、直接事務局までお伝えください。
　　　　ありがとうございました。

（2）令和2年度第2期スポーツ推進計画前期の進捗状況について
　　　　次の議事に移ります。議事（2）「令和2年度第2期スポーツ推進計画前期の進捗状況について」、説明をお願いします。
　事務局（北村）

　　　資料2-1、第2期浜松市スポーツ推進計画評価シート（令和2年度）をご覧ください。
評価指標の実績に記載している数値につきましては、11月30日時点までの数値となっております。今後数値が変わっていくものもありますし、空欄のものについては年度末にならないと評価できないものになります。今年度最後の審議会において評価したものを改めて説明させていただきます。
黄色の網掛けしたところにつきましては、数値が確定したものになります。今回はこちらについて説明をいたします。
資料2-2をご覧ください。こちらは毎年実施している市民アンケートの報告書になります。調査地域は浜松市全域、調査対象は満18歳以上の男女3,000人で、抽出方法は住民基本台帳から無作為抽出となっております。調査期間が令和2年の7月30日から8月31日であるため、今年度の取り組みに対する数値というよりも昨年度の取り組みに対する数値と言えるかと思います。
58ページをご覧ください。ささえるスポーツ「成人の年1回以上のスポーツ支援実施率」は15.2％でした。推進計画の目標を19.8下回りましたが、令和元年度との比較では3.2上回る回答結果でした。
性別でみると、男性の方が高く、年代別で見ると、40歳代、50歳代が高く、自らの子どもへの支援の機会が多いためと考えられます。
多くの年代に支援の動きが広がるよう、スポーツイベントなどにおけるボランティア活動の醸成や指導の支援者を増やす取り組みが求められていると考えています。
次に、するスポーツ「成人の週1回以上のスポーツ実施率」は49.5％でした。推進計画の目標を15.5下回りましたが、令和元年度との比較では7.0上回る回答結果でした。コロナの影響で今年度は数値が下がるのではないかと思っていましたので、今回の結果は驚きの数値でした。これは、コロナの影響で、いろいろなことが制限・自粛される中で、健康のために運動、スポーツをしなければという意識が高まったのではないかと考えています。確かに、昨年度に比べると、ウォーキングしている、ジョギングしている人を多く見かけるようになったことを実感しております。
性別や年代別で見ると、男性よりも女性の方が実施割合が低い、ビジネスパーソンの実施割合が低いなど、これまでの課題となっていることと同じ回答結果になっています。
コロナ禍の中で、スポーツに対する意識が「個人で、時間を選ばず、気軽に取り組める、健康につながる」等に変化してきているように感じます。このような傾向をスポーツ実施率向上のチャンスと捉え、施策を考えていく必要があります。特に、女性、子育てや働き盛り世代が、進んで体を動かすような働きかけを進めていく必要があると考えています。
最後に、みるスポーツ「成人の年1回以上のスポーツ観戦・応援実施率」は38％でした。推進計画の目標を12.0下回るとともに、令和元年度との比較でも3.7下回る回答結果となりました。令和元年度の評価では、みるスポーツがラグビーワールドカップの盛り上がりもあり、一番高い数値であったので今回の回答結果については非常に残念な結果となりました。
これは、アンケートの実施時期が大きく影響しているのではないかと思います。7月から8月は、コロナ感染拡大防止のため、スポーツ観戦・応援については制限されていました。プロスポーツだけでなく、部活動の大会においても同様です。過去1年間の回答ですが、直近の印象がアンケートに強く影響を与えたのではないかと思います。
性別、年代別にみると、男性、そして40歳代の回答割合が高く、これもささえるスポーツと同様に、自らの子どもが参加するスポーツ活動の試合を観戦していることが要因の1つと考えます。
来年度実施予定の東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、スポーツと身近に接する機会創出のための施策を進めていきます。
以上で、令和2年度の進捗状況について説明を終わります。年度当初にも申し上げましたが、今年度はコロナのため、取り組むことができない、評価することができないことが多く出てくると思います。しかし、「できない」ではなく、「できること」「やれること」を見出していくことも大切です。今後もコロナの終息が見込めない中で、どのように「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」を推進していくのか、委員の皆様からご意見をいただければと思っております。
よろしくお願いいたします。
　司会（太田正義会長）

　　　　市民アンケートの結果から、いろいろなことが分かると思いますが、こういったコロナ禍の状況で、今後どのように「する」「みる」「ささえる」スポーツを推進していくのか、こういったことについてのご意見でも構いませんので、よろしくお願いします。
　司会（太田正義会長）

　　　　アンケートについては、おそらく半年分くらいはコロナでの大会やイベントの中止が反映されているかと思います。スポーツ観戦についてはその部分が大きく関係しているのかと思います。スポーツを週1回以上行っている人の割合で、詳しく見ていくと、運動をしない、スポーツをしない人の割合が増えているけれども、週1回以上運動している人も増えている結果となっています。どの層が減っているかというと、大きく変わっているのが年に数回程度の人たちで、どちらかに移動したと考えられます。スポーツをしない人も増えているので、手放しで喜べる状況ではないと思いますが、結果としてはよい方向に向かっていると言えるのではないでしょうか。支援についてはどう解釈したらよいか分かりませんが、確実に支援を行わなかった人が減っている状況です。年代別、男女別、年度別の結果もご覧いただきながらご意見をいただけたらと思います。
　事務局（金子）

　　　　体育協会の指定管理の施設でジムがあると思いますが、そこの利用実態はいかがでしょうか。
　本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）
　　　　利用状況については、体育協会は大小様々な25施設ありますけれども、昨年度の4月から9月の上半期と比べると昨年度は約98万人がそういう施設を利用していましたが、本年度の利用人数を見ますと、49万7千人ということで、約半数の方が利用していない状況です。例えばアリーナですけれども、メイン・サブアリーナがあり、卓球場もありますし、トレーニング場もありますが、昨年度は12万8千人利用していたのが、本年度は4万3千人で3分の1の利用になっています。大会の中止やイベントの中止などもありますが、卓球やトレーニング場の利用者は昨年度に比べると半数は越えて、6割程度の利用状況です。「みるスポーツ」においても、先日、バスケットボールの三遠ネオフェニックスの試合が10月の3日、4日にありました。このときは、いつもだいだい1,500人前後観客が集まるのですが、ちょうど10月の3日、4日というのは　8月に浜松でクラスターが出て、その後あまり出ていなかったとき、比較的落ち着いていたときで、一日目の土曜日が1,670人、二日目が1,070人、これは入場者を2分の1に制限しています。入れても2,000人から2,500人くらいのところが、1,670人と1,070人ということです。その後、12月の5日、6日に試合がありましたが、11月に浜松でクラスターが出て、フェニックスでも11月の終わりに選手1人感染者が出ました。このときは、いっぺんに減りまして、5日土曜日が935人、6日が904人ということで、1,500人前後入るところが6割になってしまいました。やはり、「みるスポーツ」にしても、「するスポーツ」にしても昨年度は人数が上がってきたところが、本年度は一気に下がってきています。その他、体育協会で実施している教室、こちらは4月5月は休館があり、屋外は5月17日まで、屋内は5月末まで実施できませんでした。そういったことも含めると、教室の方も昨年度の521教室から減ってはいるのですが、6月から1つの教室を2つに分けて、少しでも参加者を呼ぼうということで、集中的に実施した成果で369教室実施することができました。人数で言いますと、昨年度は9,300人いたのが、本年度は5,000人、やはり、6割もない状況です。教室を実施しようと思ってもクラスターが出たりするとすぐキャンセルになってしまうし、周りに誰か感染者が出たりするとキャンセルになってしまいます。本年度については、「みるスポーツ」にしても「するスポーツ」、「ささえるスポーツ」にしても、結局大会が行われないので、ささえることもできません。本年度についてはどれも落ちているというのが現状です。
　司会（太田正義会長）

　　　　「する」「みる」「ささえる」においては、体育協会さんでは約半数ぐらいの状況であるということですね。にもかかわらず、アンケート上は「するスポーツ」が増えているというのはどういうことなのか考えていかなくてはならないと思います。これまでのアンケートを見ると、ウォーキングなどの軽スポーツのニーズが高いという結果が出ています。例えば、ジムにクラスターが出ているようなことがあって、全然人が入っていないという情報もありますので、皆さん外に出て、何かスポーツを楽しむ、感染に気を付けつつ身体を動かすことに取り組んでいるというイメージがあります。そうすると、これまでのアンケートの結果からコロナという状況を通して、ニーズにマッチした形の運動なり、活動なりが展開されているようにも思います。そのあたりは、上手に広報等していくことで、さらにこうしたニーズを捉まえて、広まっていくこともあるのかという感想をもちました。
　尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）
　　　　今、アリーナ等の大きな施設について本間委員から現状について報告がありましたが、本校も学校施設開放で体育館を開放しています。緊急事態宣言が出たときは、学校施設開放も中止となりましたが、その後は利用していただいています。本年度の各小中学校のスポーツ施設開放はどのような利用状況なのでしょうか。また、北部水泳場やトビオなどのプールの利用状況はどうなのか、現状を分かる範囲で教えていただければと思います。
　事務局（竹村）
　　　　学校施設開放については本年度はまだ数値を出していません。ただ、土日に学校のグラウンドや体育館で少年団の方々が大会や練習試合をすることが多いと思いますが、本年度は大会や練習試合が例年に比べると少なくなった関係でそのような利用は若干減っているのではないかと思います。個々の団体の方々の利用状況としては、例年通りぐらいの数値まで上がってきているのではないかと個人的には思っています。

　事務局（金子）

　　　　水泳場については、北部水泳場やトビオ等で個人利用できます。利用料金で見ますと、これは激減している状況です。それだけ利用者数が落ち込んでいるというのが現状です。

司会（太田正義会長）
　　　学校施設開放は、団体数や人数の統計はとっているのでしょうか。

事務局（竹村）

　　　はい。毎月とっています。
司会（太田正義会長）

　　　密を避ける傾向があるので、団体数は同じでも利用を控えている方がいる可能性はありますね。

司会（太田正義会長）

　　　提案になりますが、こうした状況下で数値目標にこだわるのは難しいのではないかと思います。数値が達成できなかったからよくなかったという考え方は一旦置いておいて、こうした状況下で、コロナが落ち着くまで、何ができるのかや新しい取り組みを提案していく形で進めてはどうでしょうか。推進計画なのでもちろん数値は出るのですが、提案という形で計画の進捗を補助していく、サポートしていく形がよいのではないかと思っています。そうした視点で何か、こうした状況下でできそうなこと、提案できそうなことを含めて委員の皆様からのご意見をいただければと思います。伊藤委員、障がい者スポーツの今の現状を含めて、いかがでしょうか。
伊藤裕子委員（メディカルフィットネスクラブＬＥＮ代表）
　　　障がい者スポーツに関しては全てが中止となっている状況です。「するスポーツ」の数値が上がっているとのことですが、地域的に佐鳴湖が近いものですから、確かに佐鳴湖を歩いている方が増えたように思います。しかし、自分たちが肌で感じているのは、障がいをもっている子どもたちはなかなかそういうことができないということです。サポートする側がいなければどこにも行くことはできません。例えば、リハビリ病院に通う方たちも、クラスターが出たりすると病院へ行くことができなくなります。そうするとリハビリという言葉を借りた運動ができない、特に高齢の方たちは家に閉じこもってしまい本当に動けなくなってしまいます。
1月の末に本来ならば全国大会であった大会になるのですが、それを浜松市民のみに限定して2日間連続で行います。今回の試みとして、土曜日は女子だけ、日曜日は男子だけというように大会の規模を半分にして行います。子どもたちにとって、全く大会がないというのは普段の練習にもなんとなく張りがない、メリハリがないように感じます。市民の方からも、大会が全然なく、応援に行くことができないという声を聞きます。1月の大会も無観客での開催となり、そうすると子どもたちをたくさん参加させたかったのですが、無観客だと補助を付けることができないため、自ら自分で歩くことができる子どもたちだけを今回参加させることにしました。そういった障がい者独特の未知なる部分、車いすを押したり着替えたりするときの補助等、今回のこのコロナで、支えてもらっている実感をもちながら、それをやってもらえなくなった環境になったことを多くの方が感じているのではないでしょうか。コロナの対策がいろいろな国から出て何が本当なのか分からないところもありますが、障がい者もそれを支える側もお互いが気を付けた状態で、何か工夫をしながらやっていけば、やれるのではないかと思います。
司会（太田正義会長）

　　　　障がい者の方のキャンプについて、学校をまたいで募集をすると、やはり感染の心配をされる方が多く、その心配というのは、「うつっちゃったらどうしよう」ではなく、「うつしちゃったらどうしよう」というのがとても多く、開催できないということがあります。そういった形で引きこもられると健康的にはよくない状況ですので　例えばインクルーシブスポーツを積極的に提案していくだとか、そういうような新しいものが提案されていくとよいかと思います。
　尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）

　　　　市で昨年度から行っている、オリンピック・パラリンピック教育を伊佐見小学校は指定をいただいています。昨年度はボッチャの選手に来ていただき、ボッチャについて、実践を通して教えていただき、子どもたちはそれぞれの興味に応じて学びました。本年度はブラインドサッカーをコレチーボの選手、コーチの方に2回来ていただき、4年生、6年生に指導していただきました。そこで、子どもたちは障がい者スポーツについて知り、目が見えない方がボールを操作する姿を見て、実際に自分たちがやってみるとできないことが分かり、「すごいな」という実感をもつことができました。また、そういう機会があって、選手の皆さんも子どもたちの前でやること、教えることにやりがいを感じているというお話もお聞きしたので、そういう機会について、予算をとってもっと増やしていただけると大会がなくても活躍できる場面があるのかと思いました。
　　　　それとどうしても、大会というのが1つの目標になるとは思いますが、小学校の授業で言うと、体育で身体を動かすことそのものが楽しいということが大前提になるので、他の学校との交流というよりも自分の記録を目指したり、校内の中でのチームで対戦したりする、それでも十分に楽しめるかと思います。ちょっと視点を変えていくとよいのかなと思いました。

　事務局（北村）

　　　　スポーツ振興課や体育協会にボッチャの道具があり、その貸し出しを行っているのですが、本年度はオリンピック・パラリンピック推進校だけでなく、多くの小中学校から「障がい者スポーツとしてボッチャをやってみたいので道具を貸してもらえないか」という問い合わせをいただいています。先生方が障がい者スポーツに対して関心をもっていると感じています。「するスポーツ」の評価指標に「障がい者スポーツ体験者人数」とありますので、学校の協力を得て、市内児童生徒の体験者数を調べることができればと考えています。
　　　　また、次年度以降になりますが、トップアスリート連携事業の中に障がい者スポーツも盛り込み、パラリンピックが終わった後も、児童生徒に普及することができればと考え、事業の予算増を要求しています。

　司会（太田正義会長）

　　　　用具の問題でできないということもあるかと思いますので、この機会にインクルーシブスポーツの用具をそろえる、そういった面で予算を付けていただけると障がい者スポーツが広まるのかなと思います。
伊藤裕子委員（メディカルフィットネスクラブＬＥＮ代表）
　　　　学校から講師を頼まれてお話をする機会がありました。実際に選手に来てもらうということができなかったので、リモートで行い、パラリンピックの映像を見てもらったのですが、それだけでも子どもたちは関心をもち、終わった後もたくさんの質問をしてくれました。まず見ることから始めてはどうでしょか。例えば、片足がない方を見て、子どもたちは「えっ」と思うかもしれません、しかし、片足で棒高跳びをする選手を見ると子どもたちは「すごい」と感じると思います。スポーツを通じて見ると「すごいね」という言葉に変わっていきます。パラリンピックについて浜松市で作成したものをちょっと目に付くところで常に流しておくとよいと思います。
　事務局（北村）

　　　　コロナ禍の中での中体連の部活動についてはどのような状況だったのでしょうか。

　鈴木清吾委員（浜松市中学校体育連盟会長）
　　　　 5月の早々に全国大会の中止が謳われました。東海大会は全国に出場する選手を決める大会、県大会は東海大会に出場する選手を決める大会ということで、県大会以上の大会はすべて中止となりました。浜松市は独自で湖西市と一緒に取り組みまして、市内大会を実施し、全競技実施することができました。会場を分散化して一会場に集まる人数を減らしたり、無観客にしたりと感染対策を取りながら、限られた日程の中で全日程を終了することができました。そこは、保護者の協力がなければできなかったと思いますし、競技会場が増えれば当然役員も増える、教員が増える、協会の方の協力も得ていくというそういった段取りを2ヶ月程やりながらなんとか開催にこぎつけたというのが夏季大会になります。新人大会はそのノウハウを活かして9月の中旬から約1ヶ月間で、これも例年通り実施することができました。それから、駅伝大会も実施しました。県の駅伝大会は実施されましたので、浜松市から男子、女子共に優勝校が出ました。本来全国大会が開催されていれば浜松市から全国大会に出場している状況でした。そこまでこぎつけることができたのは、ある意味では新しい大会の方法というのを検討しながらできた1年であったと思います。次年度以降どのように状況が変わるか分かりませんが、できないと決めつけるのではなく、その中でできることはないだろうかと考え、苦労も多いですが、いろいろな方々の協力を仰ぎながらできたこの1年というのは非常に有益だったと思っています。課題も多いですが、子どもたちがやれば応援したくなる親御さんもいますし、それを基に大会を盛り上げようとする競技役員のモチベーションにもつながっていきますので、次年度もそういった大会が開催できるように計画的に準備をしていきたいと思います。
　事務局（北村）

　　　　「みるスポーツ」ということで、本年度の多くが無観客での大会を開催しています。小中学生の親からすると、見に行きたくても見にいくことができないという状況であり、数値にも多少影響しているのかなと思っています。大会によっては、YouTube等でライブ配信することで見ることができるようにしています。今、このような状況だからこそ、直接会場等に行かなくても見ることができる、そういったことを考えていかなければならないと思います。そういった点について、中学生の親御さんからの反応は何かあったのでしょうか。
　鈴木清吾委員（浜松市中学校体育連盟会長）

　　　　大会本部の方には試合を見させてほしいというご意見はありました。ただ、最優先は子どもたちのための大会実施でありますので、そのことに焦点を絞ったら最後は納得をしていただきました。でも、会場の外で待っている方もいらっしゃいました。一会場に集中するということはないのですが、そういう想いはひしひしと伝わってきていました。ガーデンパークで駅伝の大会を実施したのですが、一般来園者にまぎれて応援にいらっしゃった方もいるかと思います。そこは注意するわけでもなく、一来場者ということで対応しながらトラブルもなく実施しました。子どもの活躍の姿を見たいと思うのは十分に分かり得ることですので、そこら辺も踏まえながら臨機応変に対応したというのが現状です。
　司会（太田正義会長）

　　　　「みるスポーツ」のデータで見ると、「ほぼ毎日」「月に数回程度」「月に1回程度」の割合はあまり変わっていません。変わっているのは、「年に数回程度」「年に1回程度」が減り、「観戦応援をしない」が増えています。恐らく「年に数回程度」「年に1回程度」というのは、スポーツイベントを見に行っている人たちではないかと思いますので、この減少は仕方がないのではと思います。イベントの中止が続くと、ここの数値はどうしても上がってはこないと思いますので、月に数回程度とか月に1回程度等、ここが変わらないというのは悪いことではありませんので、このように分けて見ていくとよいのかなと思います。
　司会（太田正義会長）

　　　　まだ、時間がありますので、それぞれのお立場からご意見をいただければと思います。

　野田恒夫委員（浜松市医師会理事）
　　　　医療の立場からになりますが、人生を通じてスポーツの話をしてあげることによって本当に明るくなるのではないかと思います。このコロナ禍のときに、医療者として診療の中で、子どもたちには「何部に入っているの」だとか、高齢者の方には「佐鳴湖1周歩くと5㎞だよ」だとか話をします。その中で「一緒にやっていこうよ」と声を掛けると「がんばります」と明るく返事が返ってきます。スポーツはあらゆる面で子どもたちや高齢者にとって大事な役目をしていると感じています。
　油井房代委員（前浜松市幼稚園長会会長）

　　　　以前、マスクの話をさせていただきました。コロナ禍の中において、3歳の子どもでもマスクをきちんと着けているように、手洗いでも、固形石鹸で3歳の子どもたちは上手にできます。もちろん手を出すとシュッと出てくるタイプも同様です。先日、知り合いが2歳になるかならないかの子どもを連れてきたのですが、その子に「手を洗おう」と声を掛けると、シュッとやるのをすごく上手にやっていました。お母さんがしっかりと教えているからではありますが、2歳になったかならないかの子どもでもできるということは、ある意味小さいときから感染予防の知識を身に付けていると言えます。本年度インフルエンザが少ないのもこのためかなと思います。
　鈴木清吾委員（浜松市中学校体育連盟会長）
　　　　ここに居る委員の皆さんは、それぞれの分野の専門的な立場でここに居られると思います。先程も何人かの委員からお話がありましたが、スポーツを通して自分は元気になる、あるいは所属団体が元気になる、あるいは家庭が元気になるというような切り口をどんどん皆さんが発言していただくとよいと思います。あまり楽しい話題がない中で、グラウンドに行って走ってみようだとか、距離を伸ばしてみようだとか、いつもエレベータを使うところを階段で行ってみようだとか、何か身体を動かすことが自分にとってプラスになる、あるいは気持ちがプラスに向いていくというところを積極的に謳っていけると浜松も勢いが出てくるのかなと思います。そのような会になるように、私も何か見つかったことは皆さんに報告できるようにしたいと思いますし、それぞれの立場で情報共有や発信できるとよいかと思います。感想になってしまいましたが、よろしくお願いいたします。

　事務局（北村）
　　　　先日、浜北区でウォーキングイベントが行われました。浜北区のスポーツ推進委員の方々が中心となって運営していました。自分も参加しましたが、ただ歩くだけでなく、浜北区の名所を巡るという目的をもって歩くことに楽しさを感じました。このような状況ですが、参加者も多かったように思います。髙山委員のお立場からご意見をいただければと思います。
　髙山久仁江委員（浜松市スポーツ推進委員連絡協議会女性部長）

　　　　このイベントについては、浜松市と合併してから「名所巡りウォーク」と名称を変えて開催しています。浜北市のときから、独自でずっと30回程度開催しているイベントです。私も本年度はどうかなと思っていましたが、検温をしたり体調管理チェックをしたりして無事に開催することができました。来ている皆さんはやっぱり健康に意識が高い方が多いと思います。また、森林公園周辺の約8.7㎞を家族で歩いていたり、年配の方は名所を見て歩いたりと各々が楽しみながら参加していました。毎年ちょっとずつコースを変えていますので、毎年毎年参加されている方も多くいます。人数的にもこういう状況だからどうかなと思いましたが、大勢の方に参加していただきました。外で開催するものですから、参加しやすかったのかなと思います。毎年毎年やっていけたらよいのかなと思っています。
　尾田聡弘委員（浜松市小学校体育連合会長）
　　　　先程、中体連の鈴木委員からのお話を受けて、小学校ですが、先日、各地域のリーダー的な存在の体育主任を集めて研修会を開催しました。その中で、私の方から体育主任に、小学校は体育科の授業が一番の核であり、体育科の授業をしっかりとやって、子どもたちに運動の楽しさを味わわせる、運動って楽しいなということを味わわせるのが基本である。体育科の授業で運動したことが、遊びとか日常の生活の中で身体を動かすことの楽しさにつながっていくように、体育科の授業を充実させようということを伝えました。そういったことを常に、市内97校のそれぞれの小学校に伝えていくことに取り組んでいます。
また、子どもたちは遊ぶことが好きですので、なかなか口で言っても言うことを聞かない子どもも外に行き、一緒になって遊んでいるといつの間にか言うことを聞くようになることがあります。そういうスポーツのよさ、心と心が通じるそういった点があるのかなと子どもと接していて思います。
　　　　それから最後に、先程中体連の部活動のお話がありましたが、小学校も中体連のように競技種目は多くはないですが、夏は水泳、秋は陸上の2種目取り組んでいます。今年は水泳については中止をしましたが、陸上については可能性を求めて、できる範囲で開催しようと考えました。当初から四ツ池が使えませんので、各地区で分散開催を予定していたのですが、8月の始めに浜松市でコロナが出てきたということで、結果として自校での記録会という形を本年度は取りました。それぞれ97校、グラウンドの条件が違います。やっと直線で50ｍ取れるか取れないかの学校もあるのですが、それぞれの学校で市の大会で実施している種目をできる範囲でやろうと市内一斉に行いました。保護者には感染予防対策を講じて来ていただき、見ていただきました。保護者からは、普段の四ツ池で開催される大会では出場することができない子どもでも出場できる、全員の記録を測ってもらえる、しかも、間近で子どもの頑張っている姿を見ることができることがよかったという声が聞こえました。子どもたちにとっても、校内で実施する大会形式としていますので、規模は小さいながらも記録会に出場したということ、もちろん記録証も渡しましたので、よい思い出を作ることができたのではないかと思います。
　野田恒夫委員（浜松市医師会理事）
　　　　小学校、中学校の校長先生がいらっしゃいますので、少し話をさせていただきます。女性のスポーツで生理の問題、月経痛があります。それに対して、男性のコーチ、先生が多いので、子どもたちは相談しにくいというのがあります。お母さんもそういった生理痛に関して子どもたちにうまく話をすることができないのでないかと思います。小学校高学年、中学校の女性のスポーツ選手、スポーツをしたいという子どもたちに対して、決して生理痛というのは卑下するものではなく肯定的な話をしていただきたいと思います。例えば、澤穂希さん。この方はずっとサッカーをやっていらっしゃいましたがピルを飲んでいました。ピルを飲むと子どもができなくなるのではないかというお母さんがいらっしゃいますが、そういった方には澤穂希さんを例に出して話をします。彼女は35歳までずっとピルを飲んでいました。35歳になって、好きな人ができて、子どもを産みたいと思い、ピルをやめて妊娠している。だから心配ないから、生理で困っているんだったらピルを飲んだ方がよいと話をすると、お母さんは安心します。そういったスポーツを通じた性教育、中学や高校の部活動の中でピルの話や性教育をしていただくとより子どもたちはよいパフォーマンスを発揮できるのではないかと思います。その他にも無月経による骨粗鬆症の問題もあります。やはりこれから大事なのは、女性が安心してスポーツに取り組めるようにいかにサポートしていくか、生理も来るようにして、将来妊娠できるようにしていくこと。行政、医療関係者、学校等でその連携があまり浜松市ではできていないので、そういった取り組みが今後できるとよいと考えています。
　本間秀太郎委員（公益財団法人浜松市体育協会常務理事）
　　　　先程プロスポーツチームについてお話をさせていただきました、地元で応援しているのが、バスケットボールで三遠ネオフェニックスがあり、バレーボールではブレス浜松があり、フットサルではアグレミーナ浜松というチームがあります。今後、2月にはフェニックスの試合が浜松アリーナでありますし、また、ブレス浜松においても1月、2月、3月と試合があります。アグレミーナについては今、無観客でやっていますので試合を見ることはできませんが、やはり浜松市の皆さんで応援する、支えるスポーツの1つでもありますので、そこは体育協会としても見に来ていただけるように啓発することを大事にしていきたいと思います。浜松市民で支えていくということで、ぜひ試合があるので1人でも多くの方が見に来ていただけるようにやっていきたいと思います。
また、体育協会は屋内だけでなく屋外での事業も行っています。屋外の事業や教室については本年度多く開催しています。その中で参加者が増えた事業や教室もあります。例えば、四ツ池の野球場で開催したナイトヨガについては100人程度の方が参加し、大変人気のある事業です。体育協会としては、これから寒くなりますが、屋外のスポーツ教室を実施するなどそういったことも考えていきますし、今回このアンケートを見たときに30代以降の方々のスポーツ実施率が低いですので、親子で取り組めるものですとか、親世代の方が運動不足ですので、そういったものを取り入れたイベントや教室などの事業を体育協会の中で行っていきたいと思っています。体育協会としても「する」「みる」「ささえる」スポーツを推進する重要なところですので、皆さんにご協力をいただいて進めていきたいと思います。
司会（太田正義会長）

　　　時間になりましたので、議事はここまでといたします。たくさんのご意見をいただきありがとうございました。事務局は今回出た意見を参考にして、次回以降の提案につなげていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　　　　議事の進行にご協力いただきまして、ありがとうございました。
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